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鶴見俊輔、その人

社会運動家「ベトナムに平和を！市民連合」
→香港の雨傘革命のようにリキッドな社会運動／象徴はいるが、中心はない

後藤新平の孫、新渡戸稲造の弟子の息子
アメリカ哲学（プラグマティズム）の最も強力な紹介者
「コミュニケイション」という言葉を日本語に導入した人
漫画や映画などの大衆文化やサブカルチャーを研究の俎上にあげるのに貢献した人

1992年生まれ（大正11年）で、2015年（平成27年）に没する
二つの巨大な震災を挟んで生きた
何かを挟んで生きる、境界に生きる
→肩書の多さ
→日本（日本語）とアメリカ（英語）
→政治的党派の見えづらさ
→文明と野生の両方に共感を抱く
▶一番最初は、『境界に立つこと：鶴見俊輔の思想と実践』というタイトルを提案



鶴見俊輔の「エピソード的手法」

本書の「導入」で、エピソード収集癖のある哲学者という特徴づけをしている

編集者松田哲夫の鶴見評
「読む力」「つかむ力」「憶える力」「貼りつける力」「跳ぶ力」
→大量に読み、その要点を把握し、記憶に留めておくことができる
→それを自分なりに再編集して、独特の角度から提示することができる

評論だけでなく、フィクションや同人誌、身近な人の言動についても、これをしていた
→エピソードが哲学する素材であり、ツールになっていた

「20世紀のはじめのころ、アメリカ連邦最高裁判所判事だったオリヴァー・ウェンデ
ル・ホウムズは、ゴシップと哲学とは、おなじ日常生活の素材からできているといった。
ちがうのは、その同じ素材をとらえる視野の深さである。つめたい観察眼をもって、自
分のみのまわりの人びとのくらしを見るのが、モラリスト（人間観察家、哲学者の一
種）であろう。」(p.155)

※引用はすべて『鶴見俊輔の言葉と倫理』（人文書院）より



文学としてのエピソード

鶴見俊輔は、こうして収集しているエピソードを「記号」や「身ぶり」と呼んだりする
こともあれば、「伝記」とか「日記」とも呼ぶこともある

中国文学研究者の竹内好に関するシンポジウムで、現代日本における文学が役割を終え
ているように思えるという発言を受け、竹内好の日頃の発言や振る舞いを「日記」に喩
えて「文学」の一つとみなし、小説や詩だけを「文学」と呼ぶ視点の狭さを鶴見俊輔は
批判した

「……人々のエピソードや日常の過ごし方を一種の『文学』と捉えるべきだという見方
を鶴見は提示している。つまり、詩や小説だけでなく、そして漫画や映画だけでなく、
子どもの頃に遊んだ体験も、限界状況を生きる女性が口にした想像も、日常のちょっと
したやりとりも、読み解かれるべき細部を備えた『文学』なのである。」(p.199)



個別具体的なものへの関心

鶴見俊輔は、こうして収集しているエピソードを「記号」や「身ぶり」と呼んだりする
こともあれば、「伝記」とか「日記」とも呼ぶこともある

「明らかに個性的、私的なものであり、また、ある状況に密着した一回的なもの、状況
埋没的なものである」(p.355)
→個別具体的な状況から切り離せないもの
→今だけここだけあなただけ



文学としてのエピソード

私たちは日々の行為や発話を通して、世界に何事かを書き込んでいる
この対談も、対談の前に私がこしらえているスライドも、世界に何かを刻み付け、テク
ストを生み出していく出来事
→ちょっとフランス現代哲学っぽい（デリダとか）

語るべき出来事、SNSで「いいね」をされそうな可視的な「イベント」ばかりで現実を
埋めようとしていくのではなく、「読み込むべき細部のあるエピソードを日常にもつこ
との重要性」（「世界は『イベント』でできている：『古見さんはコミュ症です』とプ
ロム化した日常系」『Voice 2023年6月号』）





柳田國男と母のエピソード

「東京へ出て勉強していても、故郷に学問成就をまちわびている父母のことは夢にも忘
れることができなかった。人間には誰しも怠け心があり、酒をのみに行きたい、女と遊
びたいという気が必ずおこるのだが、そのとき目頭にうかぶのが自分の学資をつむぎ出
そうとする老いたる母の糸車で、それは現実的な、生きた『もの』である。ところが、
私たち以後の人々は、儒教を知的に理解していても、もはやそれを心そのものとはして
いない。学問は何のためにするのか。××博士などは恐らく、真理のため、世界文化の
ため、あるいは国家のため、などというだろうが、それらは要するに『もの』ではなく
て、宙にういた観念にすぎない。」(pp.350-1)

老いた母が学資を捻出するために、糸紡ぎをしているという柳田國男のエピソード



文学としてのエピソード

明確化されないまま、「文学＝エピソード」の中に充満しているものを、柳田國男は
「漠然たるネビュラ」と呼んだ

「漠然たるネビュラみたいなものです。そんなものも広い意味における思想の概念の中
に入れるべきものかどうか。私自身はそれをやっているのです。〔…〕親から養われて
きたり、それはだんだん少しずつ変形しつつあるけれども、どうでしょう、思想といっ
ていいでしょうか。」(p.360)

エピソード＝文学は、汲みつくせない可能性（＝漠然たる星々）に満ちていて、私たち
はその可能性のすべてに気づくことはできない



文学としてのエピソード

エピソード＝文学＝生きた記号＝身ぶりは、汲みつくせない可能性（＝漠然たる星々）
に満ちていて、私たちはその可能性のすべてに気づくことはできない

「『母の糸車』という考え方は、状況の中に置かれてゴムまりのようにバウンドするも
のなんです。言いかえれば、その方向を固定することはできないんです。そこで、思想
をとらえ、言葉をとらえ、記号をとらえようとするのが、柳田……の方法になっていま
す。……そこに可能性として残っているものとして生きている記号をとらえようとする
わけです。」(p.353)

すでに自分がしてきた体験、知っているエピソードの中に様々な可能性が含まれている
そのことに気づかずに人は素通りしている(pp.362-3)
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